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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
森
林

施
業
の
効
率
化
や
新
た
な
施
業
方
法
等
技

術
の
開
発
、
導
入
、
森
林
資
源
の
活
用
、

生
物
多
様
性
の
保
全
等
、
地
域
林
業
の
振

興
に
貢
献
す
る
た
め
、
各
森
林
管
理
署
等

に
お
い
て
一
署
一
課
題
を
掲
げ
、
様
々
な

取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
行
っ
た
関
東
森
林
管
理

局
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
林
施
業
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化

林
業
が
生
業
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に

は
、
森
林
施
業
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
関
東
森

林
管
理
局
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
や
低

コ
ス
ト
路
網
の
整
備
な
ど
を
取
り
入
れ
た

「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
、

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

茨
城
森
林
管
理
署
及
び
日
光
森
林
管
理

署
で
は
、
県
や
市
町
村
、
林
業
事
業
体
な

ど
林
業
関
係
者
を
招
き
、
列
状
間
伐
と
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
低
コ
ス
ト
作
業
の

現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
技
術
の

普
及
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
共
同
施
業
団
地
に
お
い
て

は
、
民
国
連
携
の
下
、
路
網
整
備
等
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
化
の
現
地

検
討
会
や
販
売
面
で
の
連
携
検
討
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

（
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
に
つ
い
て
は
、

３
ペ
ー
ジ
「
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署

で
誕
生
」
を
参
照
）

新
た
な
造
林
方
法
、
施
業
方
法
の
開
発
導
入

新
た
な
造
林
方
法
と
し
て
、
福
島
県
や

群
馬
県
内
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
苗
を
導
入

し
、
植
付
作
業
の
工
程
や
生
長
量
等
の
デ
ー

タ
収
集
、
分
析
な
ど
、
低
コ
ス
ト
造
林
の

検
証
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

群
馬
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
と
同
時
に
少
花
粉
ス
ギ
も
導
入
し
、
下

刈
作
業
の
省
力
化
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
普
通
苗
に
比
べ
植
付
作

業
の
効
率
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
植
栽
後
の
成
長
量
や
気
象
・
獣
害

等
の
影
響
な
ど
今
後
も
引
き
続
き
デ
ー
タ

を
蓄
積
、
検
証
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
静
岡
県
の
天
竜
森
林
管
理
署
で

は
、
台
風
に
よ
る
風
倒
被
害
地
に
お
い
て
、

多
種
の
広
葉
樹
を
密
植
、
混
植
す
る
な
ど

の
造
林
方
法
を
取
り
入
れ
、
広
葉
樹
に
よ

る
森
林
造
成
手
法
の
検
証
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

平
成
16
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
「
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
23
年
3

月
に
策
定
し
た
「
赤
谷
の
森
管
理
経
営
計

画
」
に
基
づ
き
、
生
物
多
様
性
の
復
元
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
ス

ギ
の
人
工
林
内
に
「
自
然
林
復
元
試
験
地
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
6
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
で
は
、
外
来
植
物

の
駆
除
事
業
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
観
光
客
増

加
に
対
し
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の

指
定
ル
ー
ト
と
利
用
ル
ー
ル
の
周
知
に
努

め
ま
し
た
。

新
潟
県
の
中
越
森
林
管
理
署
で
は
、
イ

ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

人
工
林
内
に
餌
場
と
な
る
伐
採
空
間
を
配

置
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
採
餌
、
餌
動
物
の
生

育
や
生
息
の
変
化
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
近
年
被
害
が
増
え
て
い
る
ク
マ

に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
に
対
し
、
会
津
森
林

管
理
署
、
日
光
森
林
管
理
署
、
埼
玉
森
林

管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
様
々
な
防
除
対

策
の
実
施
及
び
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

専
門
家
や
関
係
機
関
等
と
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

森
林
資
源
の
活
用

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
間
伐
に
よ
る

森
林
整
備
等
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
搬
出
さ

れ
ず
林
地
に
残
さ
れ
て
い
た
枝
葉
や
根
株

な
ど
の
林
地
残
材
の
有
効
活
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

福
島
県
内
で
は
、
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
や

運
搬
車
な
ど
を
導
入
し
、
林
地
残
材
を
低

コ
ス
ト
で
搬
出
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
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『
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

～
平
成
23
年
度

関
東
森
林
管
理
局
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
～

企

画

調

整

室森林共同施業団地で現地検討会を開催
（福島県、笹森山地区）

コンテナ苗植栽現地検討会
（群馬森林管理署管内）



ま
た
、
静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ウ
ラ
ジ
ロ

モ
ミ
の
間
伐
材
に
つ
い
て
、
小
径
木
は
チ
ッ

プ
と
し
て
、
中
径
木
以
上
は
梱
包
用
や
建

築
用
の
木
材
と
し
て
需
要
を
開
拓
し
、
資

源
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
し
た
。

森
林
林
業
に
係
る
環
境
教
育

２
０
１
１
年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際

森
林
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
森
林
の
持

続
可
能
な
経
営
・
保
全
の
重
要
性
に
対
す

る
認
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

各
署
等
で
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
「
国
際

森
林
年
の
集
い
in
山
梨
」
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
間
伐
作
業
地

等
の
見
学
会
を
開
催
し
、
森
林
・
林
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
県
に
あ
る
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
治
山

教
室
」
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し

た
「
治
山
工
事
施
工
現
場
見
学
会
」
を
開

催
し
、
森
林
の
役
割
や
治
山
事
業
の
普
及

を
図
り
ま
し
た
。

人
材
育
成

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま

え
、
本
年
度
よ
り
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育

成
研
修
」
及
び
「
林
道
専
用
道
技
術
者
研

修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
関
東
森
林

管
理
局
で
は
、
利
根
沼
田
署
に
研
修
拠
点

を
お
き
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
な
ど
人
材
育
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

民
国
連
携
・
地
域
林
業
再
生
意
見
交
換
会

地
域
林
業
の
再
生
に
あ
た
り
、
民
有
林

関
係
機
関
（
県
、
森
林
組
合
等
）
と
の
連

携
を
深
め
る
た
め
、
情
報
交
換
、
意
見
交

換
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
平
成
23

年
度
は
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
の

３
箇
所
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
各
地
域
で
の
森
林
・

林
業
を
巡
る
情
勢
や
地
域
林
業
再
生
に
向

け
た
課
題
、
取
組
事
例
な
ど
情
報
交
換
や

現
地
視
察
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
て
、
関
東
森
林
管
理
局
の
森
林
資
源

や
組
織
、
技
術
力
を
活
用
し
、
国
民
の
財

産
で
あ
る
国
有
林
を
守
る
と
と
も
に
、
林

業
経
営
、
技
術
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

森
林
共
同
施
業
団
地
と
は
、
民
有
林
と

国
有
林
が
隣
接
す
る
地
域
の
森
林
に
お
い

て
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
の
一
体
化
を
図

り
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
路
網
整
備
等
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
生
産
に
お
い
て

販
売
面
や
発
注
面
で
の
ロ
ッ
ト
拡
大
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
効
果
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
設
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
東
森
林
管
理
局
管
内
で

は
、
伊
豆
森
林
管
理
署
、
福
島
森
林
管
理

署
及
び
白
河
支
署
の
３
箇
所
で
森
林
共
同

施
業
団
地
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
計

画
に
基
づ
き
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
年
末
以
降
、
新
た

な
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署
で
誕
生
し

ま
し
た
。

群
馬
県
内
で
は
、
昨
年
12
月
22
日
に
県

内
初
と
な
る
「
三
俣
地
区
森
林
整
備
推
進

協
定
」
を
東
吾
妻
町
長
、
吾
妻
森
林
組
合

長
、
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
長
及
び
吾
妻

森
林
管
理
署
長
と
の
４
者
に
よ
り
、
１
月

12
日
に
は
、
「
手
白
坂
地
区
森
林
整
備
推

進
協
定
」
を
神
流
川
森
林
組
合
長
と
群
馬

森
林
管
理
署
長
に
よ
り
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
10
日
に
は
、
静
岡
県
の
富

士
宮
市
長
、
富
士
宮
市
上
井
出
財
産
区
管

理
者
、
富
士
農
林
事
務
所
長
及
び
静
岡
森

林
管
理
署
長
の
４
者
に
よ
り
「
富
士
山
西

麓
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
至
る
ま
で
の
関
係
者
の

ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

事
業
計
画
に
基
づ
き
民
国
が
連
携
し
て
路

網
整
備
や
ロ
ッ
ト
の
拡
大
等
を
図
り
、
森

林
整
備
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

（３）平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９６号

林地残材専用運搬車

『
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署
で
誕
生
』

計
画
部

計
画
課

平成23年度 新たに誕生した森林共同施業団地（単位：ha）



小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
を
後
世
に
残
す
た
め
に

小
笠
原
諸
島
は
、
昨
年
６
月
に
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、
観
光
客
等

の
来
島
者
が
、
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
客
数
（
表
１
）

に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
以
降
を
月
別
に

比
較
す
る
と
、
夏
期
の
増
加
は
僅
か
で
す

が
、
９
月
か
ら
12
月
ま
で
を
み
る
と
、
23

年
度
は
、
21
・
22
年
度
の
同
時
期
に
比
べ
、

増
加
し
、
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
総
数
は
、

約
５
割
増
し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の
指

定
ル
ー
ト
の
利
用
者
数
は
、
21
・
22
年
度

に
対
し
、
世
界
自
然
遺
産
に
推
薦
さ
れ
て

以
降
、
増
え
て
お
り
、
23
年
６
月
か
ら
12

月
ま
で
の
総
数
（
表
２
）
は
、
約
８
割
増

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
父
島
で
は
、
東
平
に
あ
る
ア
カ

ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
、

島
南
部
、
千
尋
岩
へ
の
指
定
ル
ー
ト
の

利
用
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
島

で
は
、
石
門
へ
の
ル
ー
ト
が
人
気
で
す

が
、
体
力
等
を
考
慮
し
て
、
比
較
的
利

用
し
や
す
い
、
乳
房
山
、
南
崎
の
遊
歩

道
の
利
用
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
乳
房

山
遊
歩
道
沿
い
に
は
、
小
笠
原
固
有
植

物
の
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
や
ワ
ダ
ン
ノ

キ
、
シ
ュ
ス
ラ
ン
な
ど
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
た
、
希
少
動
物
の
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
お

り
、
母
島
で
は
、
一
般
の
方
の
確
認
情

報
が
母
島
観
光
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
餌
と
し
て
い
る
シ
マ
ホ
ル
ト
ノ

キ
等
の
実
が
落
ち
る
時
期
に
は
、
南
崎

や
乳
房
山
の
遊
歩
道
を
散
策
中
に
カ
ラ

ス
バ
ト
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
ル
ー
ト
以
外
の
区
域
に

入
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

母
島
に
お
い
て
は
、
希
少
な
陸
産
貝
類
が
、

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
や
タ
コ
ノ
キ
の
落
ち

葉
の
裏
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
、

落
ち
葉
な
ど
を
踏
む
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
世
界
自
然
遺
産
の
小
笠
原

諸
島
の
固
有
動
植
物
や
、
森
林
生
態
系
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
林
野
庁
、
環
境

省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
の
各
関
係
機
関

が
連
携
・
協
力
し
て
外
来
動
植
物
種
の
駆

除
事
業
を
行
い
、
計
画
的
な
保
全
・
管
理

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９６号（４）

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
（
第
４
回
）

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

世界遺産ロゴマーク

入港中のおがさわら丸

南島から見た千尋

注：指定ルートとは、森林生態系保護地域に生息・生
育する貴重な動植物の保護と観光などによる利用の
調整を図るため、立ち入り可能なルートを指定した
ものです。

表１

表２



林
野
庁
主
催
の
平
成
23
年
度
国
有
林
間

伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
吾
妻
森

林
管
理
署
管
内
の
「
四
万
林
業
協
業
組
合

（
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
）
」
が
林
野

庁
長
官
表
彰
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
し
た
事
例
は
、
間
伐
作
業
に
お
い

て
、
ウ
ィ
ン
チ
（
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
巻

き
上
げ
機
）
付
き
小
型
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
丸

太
を
挟
ん
で
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
機
械
）

を
使
用
す
る
こ
と
で
従
来
よ
り
も
作
業
に

か
か
る
人
員
を
減
ら
し
た
こ
と
、
丸
太
の

運
搬
用
機
械
に
つ
い
て
も
グ
ラ
ッ
プ
ル
機

能
を
な
く
し
て
運
搬
だ
け
に
特
化
し
運
搬

量
を
増
量
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

性
が
向
上
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

最
優
秀
賞
受
賞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

森
林
管
理
局
管
内
の
事
業
体
が
２
年
連
続

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・

「
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
と
専
門

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る
生
産
性

向
上
と
低
コ
ス
ト
化
の
実
現
」
有
限
会

社
愛
宝
産
業
（
中
部
森
林
管
理
局
管
内
）

・

「
低
質
材
を
含
め
た
間
伐
材
の
全
量

搬
出
を
目
指
し
た
車
両
系
低
コ
ス
ト
作

業
シ
ス
テ
ム
の
実
践
」
有
限
会
社
杉
下

木
材
（
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
）

・

「
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
な
ど
徹

底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
の
実
現
」
株
式
会

社
永
田
林
業
（
九
州
森
林
管
理
局
管
内
）

「
森
林
・
林
業
を
学
ぶ
」

高
尾
の
森
で
講
義
＆
体
験

「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
林
野
庁
高
尾

森
林
セ
ン
タ
ー
が
一
般
の
方
を
対
象
に
、

森
林
・
林
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
す
る
森
林
・
林
業
講
座
で
す
。

高
尾
山
の
国
有
林
で
森
の
見
方
、
下
刈
・

間
伐
・
枝
打
ち
・
炭
や
き
な
ど
の
体
験
、

ま
た
、
研
究
者
や
専
門
家
か
ら
森
の
働
き
、

森
の
現
状
や
都
市
と
山
村
の
交
流
活
動
の

講
義
を
行
い
ま
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
森
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
方
、
自
然
の
中
で
い
い
汗
を
流

し
た
い
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

募
集
人
数

50
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
）

対
象
者

自
然
や
森
林
・
林
業
に
興
味
が
あ

る
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
全
日

程
５
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
方

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番
号
と
返
信

面
の
宛
名
を
記
入
の
上
、
高
尾
森
林

セ
ン
タ
ー
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
24
年
4
月
21
日(

土)

必
着

参
加
費
等

①
年
会
費

１
，
０
０
０
円
②
講
座

参
加
費

講
座
毎
に
５
０
０
円

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

1

電
話
番
号

０
５
０-

３
１
６
０-

６
０
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２-

６
６
３-

７
２
２
９

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/takao/index.htm
l

（５）平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９６号

受賞された四万林業協業組合岡本代表理事
（右）、沖国有林野部長（右から二人目）



国
指
定
天
然
記
念
物
「
橡
平
桜
樹
林
」

と
ち
だ
い
ら

桜
の
群
生
地
大
峰
山
（
標
高
３
９
９
．
５

㍍
）
は
、
新
潟
市
中
心
街
よ
り
北
東
へ
約

４
０
㌔
㍍
の
新
潟
県
下
越
地
方
の
新
発
田

市
に
位
置
し
、
南
北
13
㌔
㍍
で
日
本
で
も

最
も
小
さ
い
櫛
形
山
脈
の
主
峰
の
一
つ
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
大
峰
山
北
側
斜
面
の
通
称
「
大
沢
」

と
言
わ
れ
て
い
る
沢
を
挟
む
一
帯
は
「
橡

平
」
と
呼
ば
れ
、
大
峰
登
山
道
の
途
中
に

あ
る
「
一
本
松
展
望
台
」
か
ら
の
眺
め
は
、

芽
吹
き
始
め
た
木
々
の
色
と
山
桜
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し
い
景
観
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
何
万
年
前

に
自
生
し
た
桜
樹
が
老
木
と
な
り
枯
れ
、

そ
の
根
元
か
ら
実
生
が
芽
吹
き
生
長
し
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
長
い
年
月
の
間

に
幾
百
種
も
の
変
種
が
生
ま
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
オ
オ
オ
ク
チ
ョ

ウ
ザ
ク
ラ
」
「
カ
ス
ミ
オ
ク
チ
ョ
ウ
ザ
ク

ラ
」
「
オ
オ
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
」
の
三
種
は
学

名
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
隣
接
し
た

エ
リ
ア
約
73
㌶
を
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
と

名
付
け
、
「
下
越
森
林
管
理
署
」
と
私
た

ち
「
加
治
川
さ
く
ら
の
里
づ
く
り
の
会
」

で
平
成
12
年
「
ふ
れ
あ
い
の
森
に
お
け
る

森
林
整
備
等
の
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」

を
交
わ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
保
護

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
一
帯
は
、
戦
前
か
ら
昭
和
30

年
頃
に
か
け
て
山
桜
を
保
護
し
な
が
ら
燃

料
材
と
し
て
伐
採
さ
れ
、
ま
た
、
炭
焼
き

も
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
山
桜
に
と
っ
て

良
い
環
境
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
は
他
の
樹
種
が
繁
茂
し

山
桜
の
樹
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
な
り
、

成
木
は
も
と
よ
り
日
も
射
さ
な
い
た
め
実

生
も
育
た
な
い
よ
う
な
環
境
悪
化
が
危
惧

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

私
た
ち
の
会
も
高
齢
化
が
進
み
山
で
の
活

動
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

平
成
17
年
秋
の
事
業
を
も
っ
て
一
旦
休
止

と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
橡
平
に
入

り
現
地
の
実
情
を
写
真
に
収
め
、
新
発
田

市
役
所
や
新
発
田
地
域
緑
化
推
進
協
議
会

総
会
の
席
で
実
情
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
22
年
６
月
に
は
新
発
田
市

の
担
当
者
と
橡
平
へ
の
視
察
調
査
の
機
会

を
得
て
、
こ
の
年
の
10
月
中
旬
に
再
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
総
勢
40
人
の
参
加

の
下
、
山
桜
の
保
護
活
動
を
再
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

下
越
森
林
管
理
署
や
新
発
田
地
域
緑
化

推
進
協
議
会
の
ご
協
力
を
得
る
中
で
、
特

に
緑
化
推
進
協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
は
、
急
斜
面
で
の
作
業
に
備
え
歩
道
を

整
備
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
、
こ
の
地
で

の
保
護
活
動
に
明
る
い
展
望
が
開
け
た
気

持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

平
成
23
年
に
は
、
６
月
と
10
月
の
２
回

に
亘
り
、
各
方
面
か
ら
の
ご
協
力
を
得
て

無
事
に
保
護
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
、
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
先
人
が

苦
労
さ
れ
て
国
指
定
を
受
け
た
こ
の
貴
重

な
天
然
記
念
物
の
大
峰
山
山
桜
樹
林
帯
を

加
治
川
さ
く
ら
の
里
づ
く
り
の
会
員
の
力

を
合
わ
せ
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９６号（６）

作業指示を真剣に聞くボランティア

国指定天然記念物「橡平桜樹林」
と ち だ い ら

作業に奮闘中

加
治
川
さ
く
ら
の
里
づ
く
り
の
会

事
務
局

布
川

功

作業を終えて充実感に浸る一同（前列右から３番目筆者）



私が勤務している松井田森林事務所は、群馬県の西

部に位置する安中市松井田町に所在し、安中市、富岡

市の一部の国有林約5,300㌶を管理しています。

管内には赤城山、榛名山と共に上毛三山に数えられ

る妙義山があります。妙義山は、奇岩や怪石が林立す

る男性的な山ですが、登山コースには、初心者でも安

心して歩けるコースから険しい岩場が続く熟練者向け

のコースがあり、多くの登山者で賑わいをみせており、

一帯を「妙義自然休養林」として管理しています。ま

た、急勾配な山ですが、山ろくから中腹にかけてスギ

やヒノキが植栽されている箇所があり、先人達には感

心させられます。

また、安中市松井田町と長野県軽井沢町との境には

古くから難所で知られる碓氷峠があります。徒歩の時
う す い

代は「旧中山道」、現在では「国道18号線」「碓氷バ

イパス」「上信越自動車道」と、次々に整備されてき

ました。

国有林内を通る旧中山道は、現在、遊歩道として利

用されており、毎年５月には標高差1,000㍍を駆け上

がる「安政遠足侍マラソン」が開催されます。

参加者の半数以上は仮装をしているというユニーク

な大会です。是非、参加されてみてはいかがでしょう

か。

一方、長野県に通じていた信越本線は、横川から篠ノ井

（長野県）駅間が廃線となっています。特に廃止となった

旧線は、急勾配を登るためにアプト式ラックレールが採用

され、橋梁や隧道にはレンガが使用されていました。めが

ね橋のたもとに立って上を見上げると、高さに驚くととも

に、アーチ部分の精巧なレンガの組み合わせが圧巻です。

周囲の国有林は、国道18号沿線と合わせ「碓氷峠風景林」

として多くの観光客に親しまれています。廃止された施設

が再利用され、自然と歴史を一度に体験できる限られたス

ポットとなっており、駐車場等の施設整備が進められてい

ますが、国民視点に立った利活用となるよう努めていきた

いと考えています。

さらに管内には「小根山森林公園」があります。約100

年前から外国や日本各地の樹木の試験研究が行われてきた

森林で、現在は見本林となっています。混み合った林分は

間伐等の手入れを実施するなど、訪れる人たちの癒しの場

として整備を進めています。

当森林官になって２年目になりました。一つでも多くの

現場に足を運び、そこに必要とされている施業を実施して

いけるよう努力していきたいです。

上毛三山の一つ妙義山

レンガ造りの碓氷第三橋梁（通称めがね橋）

様々な衣装で走るランナー達

（７）平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９６号

間伐により明るくなった108年生のヒノキ林



千葉県のほぼ中央、大多喜町会所にレクリエーショ

ンの森「筒森自然観察教育林」「麻綿原風景林」が

あります。

筒森自然観察教育林には、大正時代に造成した樹

木の見本林（３㌶）があります。ここには、国内外

から約54科179種の樹木が集められており、四季を通

じて樹木観察や森林浴の場として親しまれています。

見本林を通り過ぎ、しばらく行くと「麻綿原天拝

園」に至ります。ここは、南房総国定公園及び千葉

県立養老渓谷奥清澄自然公園に属し、標高は365ｍで

す。

展望台からの眺めは360度の大パノラマとなっており、

特に太平洋から昇る「初日の出」は富士山よりも１分

早く、日本本土で一番早いといわれていることもあり、

お正月には多くの人が訪れます。

この園の中心に位置するのが「妙法生寺」です。妙
み ょ う ほ う し ょ う じ

法生寺は、建長5年（1253年）に日蓮聖人が昇る朝日

に向かい「南無妙法連華経」とお題目を唱えたとの言

い伝えがあり、寺の一角にある「大日天堂」には朝日

日蓮大菩薩立像が安置され、また、「持佛堂」には日
じ ぶ つ ど う

蓮座像が安置されています。

ここ妙法生寺は別名「アジサイ寺」とも言われており、

境内には、法華経の文字数（69,384字）に合わせ、昭和

26年から約７万本を目標に「南無妙法連華経」と唱えな

がら植栽（現在約５万本）されてきた日本最古のあじさ

い園の一つです。また、「本あじさい」の一種で花房が

大人の顔ほどとなるものや色が白から淡い青色へと変化

するものなどもあり、アジサイの開花は気温差から平地

より大分遅く、７月上旬が見頃で、千葉県で一番遅くま

であじさいを楽しめる場所となっています。

麻綿原天拝園一帯は、麻綿原風景林に指定されている

ところでもあり、一年を通じてその季節に合った様々な

景色がご覧になれます。皆様もぜひ訪れてみませんか。

アクセス

住所：千葉県夷隅郡大多喜町筒森1749

電車：JR安房天津駅から清澄寺行きバス20分

徒歩：清澄寺下車徒歩１時間

車（東京方面から）

：市原ICより国道297号線で上総牛久ま

で、そこから県道81号・178号線を勝浦

方面へ直進し、途中会所トンネル手前

を右折し会所見本林を通り抜けると現

地です。

（千葉森林管理事務所 広報広聴連絡官 高橋 恒夫）

妙法生寺（アジサイ寺）

筒森自然観察教育林
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〒263-0034 千葉県千葉市稲毛区稲毛1－7－20

TEL：043（242）4656（代表） FAX：043(242)4658

ま め ん ば ら て ん ぱ い え ん

麻綿原天拝園からの眺望


